
日本の子どもたちだけでなく、大人も自己肯定感が低

いのではないか。しかし、単に自己肯定感が低いのでは

なく、日本人の独特の文化や謙虚さ、美徳という部分も

あるのかもしれない。

子どもたちの自己肯定感を高めていくために、大人

（親や教師）が褒めたり認めたりすることは大切なこと

である。どういう褒め方や認め方をすると効果的なの

か、今後追究していく必要がある。

平成２３年度 研究発表会
日時 ２月７日（金）

場所 安房教育会館 ２階ホール

【調査研究部】 「いきいきとした生活をするために」

～安房の子どもたちの自己肯定感を探る～

                            講師 小野塚計一先生より

【教育研修部】 「活用する力を育てる学習指導のあり方」

～基礎的・基本的な知識及び技能の習得を通して～

                             講師 小沢誠治先生より

※資料については、「研究紀要」→「平成２３年度」→「２．調査研究部  ３．教育研修部」から

ご覧ください。

活用する力とは、学習により得た知識や技能等をもと

にして思考し、判断し、表現できる力であるとされてい

る。活用する力は問題解決的な学習過程で育まれるとい

う考え方が必要である。問題を解くときに使える既習事

項を選び出し、それらを組み合わせて考えるときに思考

し判断する。

これらのことをしっかりと押さえた研究であるが、レ

ポート作成においても押さえられているとよりわかり

やすかった。


